
p5
論点２． ＭＯＸ燃料の使用実績（その１）

【検討課題】①女川原子力発電所と同じ形式の原子炉（軽水炉）でのＭＯＸ燃料の使用実
績や実証試験が少ないのではないか。

各国の軽水炉におけるＭＯＸ燃料の使用実績

【電力の見解】ウラン燃料との特性の差異とその影響の程度は，把握されている。

４０年前から，軽水炉でのＭＯＸ燃料の使用実績がある。

【国内での使用実績】

各国の軽水炉におけるＭＯＸ燃料の使用実績
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【世界での使用実績】
・右グラフ参照

【国内での使用実績】
・ 実証試験で６体の使用実績

敦賀１号機（ＢＷＲ）：２体
美浜１号機（ＰＷＲ） ４体
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美浜１号機（ＰＷＲ）：４体

・ 「ふげん」によるMOX燃料
使用実績：772体
（炉型は異なる）
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【世界のＢＷＲでの使用実績】
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データはデータは20082008年年1212月時点での実績月時点での実績

p6論点２． ＭＯＸ燃料の使用実績（その２）

【検討課題】②女川原子力発電所で使用されるＭＯＸ燃料のプルトニウム含有率，装荷割
合はこれまでの実績と比べて高くないのか。

女川３号機での計画と海外の実績との比較は以下の通り

【電力の見解】女川原子力発電所で申請しているＰｕ含有率，装荷率が高すぎるというこ
とはない。

女川３号機での計画と海外の実績との比較は以下の通り。

沸騰水型原子炉（ＢＷＲ）で使用されるMOX燃料の海外（※１）との比較

女川 ３号 海外（実績）

平均プルトニウム含有率
（燃料集合体平均）

約４．３％（※２） 約５．４％
（燃料集合体平均）

核分裂性ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ富化度
（燃料集合体平均）

約２．９％ ：概算値 約３．６％

体／ 体
装荷率

228体／560体
（約30／約95ｔ）

（重量比で約１／３）

300体／784体
（重量比で約１／３）

※１ グンドレミンゲンB，C炉（ドイツ）
※２ 標準的な組成のプルトニウム（核分裂性プルトニウム６７％の場合）



p7論点２． ＭＯＸ燃料の使用実績（その３）

【検討課題】③過去にＭＯＸ燃料が破損した例があるが，問題はないか。

【電力の見解】 ＭＯＸ燃料に起因する特異な破損（燃料被覆管の変形等）は報告されてい【電力の見解】 ＭＯＸ燃料に起因する特異な破損（燃料被覆管の変形等）は報告されてい
ないことから，現在のＭＯＸ燃料設計及び製造で問題ないと考える。

MOXMOX燃料の破損実績燃料の破損実績

【国 内】
国内で製造，使用されたＭＯＸ燃料に破損は発生していない。

【海 外】

燃料製造に起因する破損や原子炉冷却材中の異物に起因する破損が発生している
がいずれもＭＯＸ燃料に特異なものではない。

燃料製造に起因する破損
・過度なクラッドによる局所腐食
・端栓溶接不良 破損原因対策済み，近年これらの
・被覆管水素化
・水質に起因する局所腐食

原子炉冷却材中の異物に起因する破損
テ グ

原因による破損事例の報告なし

・フレッティング


